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は じ め に

加治 ・神前 ・畠中遺跏 ま、近木川右岸に位置 し、縄文時代より続 く大遺跡であります。

従前の調査では、市庁舎周辺地区において古墳時代から中世の遺構が数多 く確認 され、当

地に古 い時代の中心地があったことが推定されております。

今回、その中心部の部分に新たに調査のメスが入 り、本遺跡の歴史を明らかにする機会

に恵まれ、また、本調査報告書 として刊行するはこびとなりましたことは、過去の人々の

暮 らしを明らかにす ることにおいて有意義な ことと考えます。

本書の刊行にあたりま して、皆様の文化財に対す るご理解を深めていただ くとともに、

文化財の保護、保存、研究の一助となれば幸いに存 じます。

なお、調査並びに本書作成にあた り、関係者各位には多大なご理解、 ご協力を頂き、末

筆ではありますが ここに深 く感謝の意を表 します。

貝塚市教育委員会

教育長 福 井 旻 彦



例 言

1.本 書は、貝塚市役所総務部庶務課の依頼により、大阪府貝塚市畠中1丁 目他 において

実施 した、市庁舎第2別 館建設工事 に伴 う事前発掘調査の概要報告である。

2.調 査は平成3年7月19日 か ら10月19日 にかけて実施 した。なお、内業調査にっいては

平成4年3月31日 に終了 した。

3.調 査にあたっては貝塚市役所総務部庶務課、建設部建築課より多大なご理解 とご協力

を賜 った。記 して感謝の意を表す。

4.発 掘調査は貝塚市教育委員会社会教育課、学芸員前川浩一の指導の もと、上野裕子が

担当 し、三浦 基が補佐 した。

現地調査および本書作成にあたる諸作業にっいては、下記の諸氏の参加を得て実施 し

た ものである。

國枝 勉 近藤英二 清水久子 辻 珠代

塚本香織 村田善彦 森村紀代 森川祐子

5.本 書の執筆 は第1章 を前川、その他を上野が担当し、編集 は上野が行った。

6.遺 物写真撮影は上野が行 った。

7.出 土遺物、調査記録 は貝塚市教育委員会において保管 している。

8.調 査、整理等にあたっては次の方々のご教示を得た。記 して感謝の意を表す。(敬 称

略)

坪 ノ内徹 土山健史 土井和幸 豊福 孝 梅本康広 森 昌俊

虎間麻実 石橋広和



目 次

は じめ に

例 言

目 次(本 文目次、図版目次、挿図目次)

第1章 調 査 に至 る経 過1

第2章 位 置 と環 境3

第3章 調 査成 果5

1.調 査の概要5

2.基 本 層 序6

3.検 出遺 構13

4.出 土 遺 物24

第4章 ま と め44



図 版 目 次

図版1検 出遺 構

調 査区 全景

図版2検 出遺構

1.調 査 区全景

2.調 査 区全景

図版3検 出遺構

1.SD-345

2.SD-78

図 版4検 出遺構

1.SD-4遺 物 検 出状況

2.同 上

図版5検 出遺 構

1.SD-8遺 物 検 出状 況

2.同 上

図版6検 出遺構

1.SD-2・11

2.SD-1・2付 近

図版7検 出遺 構

1.SB-2

2.SB-1柱 穴

図版8検 出遺構

1.SK-6

2.SK-6焼 土 検 出状況

図版9検 出遺構

1.SD-2・3・4、SK-6付 近 遠 景

2.SB-2、SD-7・8付 近遠景

図版10検 出遺構

1.SD-1

2.鋤 溝 群

図版11出 土 遺物

SD-4出 土 遺物

翆版12出 土遺物

SD-8出 土 遺物

図版13出 土遺物

SB-1(1)、SB-2(71.75)

SD-3(79)SD-5(82)SD-1

(94.96)出 土 遺物

図版14出 土 遺物

包 含層第9層(98.102.105.107)、

包 含層第8層(111.114.115)、

包 含 層第5層(121)出 土 遺 物



挿 版 目次

図1員 塚市遺 跡分布 図

図2調 査地位 置図

図3調 査地概 略図,

図4調 査 区土層 図

図5第9層 上面 遺構配 置図

図6地 山上面遺 構配 置図

図7SK-6

図8SB-1

図9SD-3、4、5

図10SD-7、8

図11SB-2

図12SD-2、11

図13SD-1

図14SB-1出 土 遺物

図15SD-4出 土 土 師器

図16SD-4出 土 須恵器

図17SD-8出 土 土 師器

図18SD-8出 土 須恵器

図19SB-2出 土 遣物

図20SD-3、5、7～SD-1出 土 遺 物

図21包 含層 出土 遺物



第1章 調査に至る経過

貝塚市役所では、貝塚市畠中1丁 目他地内に所在する市庁舎周辺の整備を平成2・3年

度事業 として計画 し、総務部庶務課より計画に対す る埋蔵文化財の取 り扱いにっいて協議

の申 し入れがあった。計画内容は、平成2年 度事業 として庁舎第1別 館、浄化槽、駐車場

建設、平成3年 度事業として庁舎第2別 館建設 というものであった。

開発予定地である市庁舎周辺は周知の遺跡、加治 ・神前 ・畠中遺跡に含まれ従前の調査

によって古墳時代から近世にかけての遺構が集中する部分であることが明らかとなってい

る。 したがって、今回の開発地も多数の遺構が検出されることは明 らかであった。そこで、

事業担当課 と貝塚市教育委員会との間で協議を行 った結果、庁舎第1・2別 館、浄化槽部

分は工事により破壊を受げる部分を事前 に全面発掘調査をすること、駐車場部分 は事前に

試掘調査を実施 し、遺構の広がり、遺構面の深度を確認後、埋蔵文化財に影響のない工法

にて施工す ることの合意を見た。 一 一

平成2年 度事業分については平成2年1月 か らラ月にかけて発掘調査を実施 し、本市調

査報告第21集 として公表 した。今回報告するものは、平成3年 度に実施 した庁舎第2別 館

建設予定地の発掘調査である。

第2別 館建設予定地は一部池地内にかかり、既設の別館が存在す る場所であ る。そのた

め、池地内部は調査対象か ら除外 し、堤部分か ら公用車庫 に使用されている部分 まで約

1030㎡ を調査地 として設定 した。発掘調査は既設建物解体を待って着手 し、平成3年7月

19日か ら10月19日 にかけて実施 した。

一i一



1.沢新出遺跡3.沢 遺跡5.長 楽寺跡7.丸 山古墳8.地 蔵堂廃寺9.下
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西遺跡80.津 田遺跡82.福 田遺跡86.麻 生中出口遺跡87.小 瀬遺跡88.堤 三宅遺跡

図1貝 塚 市遺 跡 分 布図
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第2章 位 置 と 環 境

加治神前畠中遺跡は近木川と津田川に挟まれた洪積段丘上に位置 し、東西約1.5㎞ ・南

北約1㎞ の範囲に及ぶ弥生～中世にかけての遺跡である。当遺跡の周辺には、北に縄文～

江戸時代の生産 ・集落跡である脇浜遺跡や中世から近世 にかけて栄えた貝塚寺内町、西に

根来衆の出城 とされる沢城跡や弥生～中世 ・近世にかけての集落跡である沢遺跡、平安時

代の寺院跡である明楽寺跡、南に国指定文化財の丸山古墳 とそれをとり囲む埋没古墳、平

安時代の寺院跡である地蔵堂廃寺、またそれらを包括す る古墳～中世の集落跡の地蔵堂遺

跡、東 に弥生～古墳時代の散布地である今池遺跡、弥生～中世の散布地である新井 ・鳥羽

遺跡、ユニチカ工場地開発 に伴 う試掘によって発見 された新井 ・鳥羽北遺跡などが存在す

る。(図1)

調査地は貝塚市役所の西、コモ池の北側に接 しており、ちょうど遺跡の中心と考え られ

図2調 査地 位置図

一3一



る部分にあた っている。 また、調査地のある畠中周辺を含んで海塚、脇浜～加神、石才に

かけての一帯は今 も条里の残る地域とされてお り、高野山近木庄文書に記される近義里、

上古家田里、下古家田里がこれにあたるとされている場所である。

当調査地周辺は近年開発が著 しい地域であり、それに伴 う調査 も年々増えている。その

ため、おぼろげなが ら遺跡の概要がっかめて きた地域で もある。

調査地周辺では、昭和54年 に財団法人 大阪文化財セ ンターが貝塚中央線の新設 に伴 っ

て調査を行なっている。その結果、コモ池の西側 に接 して弥生時代の堆積土層が存在 して

お り、池 の南側には弥生～古墳時代の遺構が、また東側には飛鳥～奈良時代の遺構が存在

することが明 らかにされた。また、昭和54年 に貝塚市教育委員会が行なった調査では、奈

良時代の掘立柱建物が検出されてお り、昭和61年 に財団法人 大阪府埋蔵文化財協会が行

なった貝塚中央線建設に伴 う調査では6世 紀の竪穴住居跡が検出されている。昭和61年 ～

62年にかけて貝琴市教育委員会が行なった府道鳥羽畠中線建設に伴う調査では、平安時代

の溝 と建物群、古墳時代の溝などが検出されている。 また、平成2年 に調査地の東で、貝

塚市庁舎第1別 館および浄化槽建設に伴 って行なわれた調査では、古墳時代の溝、平安時

代の溝と建物、中世の溝 ・土坑 ・柱穴などが検出されている。

以上のように、当調査地付近はこれまでの調査により、古 くは弥生時代～古墳、飛鳥奈

良時代を経て中世に至るまで連綿 と集落が営まれていたことがわかる。

当調査地はこれ らの調査地 に囲まれた位置にあ り、 これ ら調査結果に関連 した遺構を検

出することが確実であった。

一4一



第3章 調 査 成 果

1.調 査 の概 要

調査 区は現在の建物を取り壊 した後、開発計画 に基づいて、南北66m、 東西16mの 設定

を行 な った。 しか し調査区南側で、調査予定部分の一部がコモ池にさ しかかったたあ、

南北7m、 東西4.5mの 三角形の部分を除去 して設定を行なうことにした。調査面積は約

1032㎡ である。

また、調査区を半割す る形で東西8mの ところで基準ラインを設け、10m×10mの 区画

図3調 査 地 概 略 図
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で東西にA・B、 南北に1～7の 地区割を行なった。(図3)

調査では現代の盛土を機械で取 り除いた後、人力によって各層 ごとに掘 り下げた。

2.基 本 層 序(図4)

本調査区では、基本層序 は9層 に分層で きる。以下、上か ら順に各層の概略を説明 して

い く。

第1層;現 代の盛土である。層厚は平均50cmで ある。

第2層;黒 褐色土の現代耕作土である。調査区北側付近では黒褐色土の下に灰色砂質土

の層が堆積 して、2層 に分かれる部分 もある。層厚は黒褐色土が10～20cm、 灰色砂質土が

4～8cmで ある。

第3層;灰 色土の床土で、層厚10～15cmで ある。下層になるにっれて灰色細砂になる部

分 もある。

第4層;黄 灰色土で、調査区の北側3分 の1か ら南に堆積 している。層厚は20～25cmで

須恵器、土師器などが出土 している。後にのべ る第6層 とは同 じような土の質で、平面上

の観察も行なったが一見 して区別がっかない。わずかに第5層 の堆積によって差が認め ら

れるのみであった。

第5層;第4層 の下に堆積 しており、調査区北側3分 の1の ところで第6層 上面からゆ

るやかに落ち込んでいる。本層は、北側では青灰色粘土で層厚 も約10cmと 厚いが、南にい

くにつれ層厚 も薄 くなり、ラ ミナ状に堆積す る灰白色極細粒砂へと変化する。 この観察結

果によって第5層 は水成層 と考え られ、また第4層 と第5層 は一連のものであ り、第6層

が堆積 した後、第6層 を削 り込んで耕作が行なわれた と考え られる。遺物 は須恵器、土師

器、瓦器、磁器などが出土 している。

第6層;黄 灰色土の耕作土で、層厚は約10cmで ある。遺物 は須恵器、土師器、瓦器が出

土 している。

第7層;黄 灰色 シル トの耕作土で、層厚は約10cmで ある。遺物は須恵器、土師器、瓦器、

磁器などが出土 している。

第8層;淡 灰色砂質土の耕作土で、調査区の ほぼ全域に堆積 している。層厚は10～20c皿

である。遺物は須恵器、土師器、瓦器、磁器などが出土 している。

第9層;暗 紫灰色粘土で調査区の北側5分 の1か ら南にかけて堆積 している。層厚 は一

様でな く、厚 い部分で約10cm、 薄い部分で5cmに も満たない。また地山との境 は凹凸が激

一6一



L=18,800m

1盛 土(第1層)

2黒 褐色土(第2層)

2灰 色砂質土

3灰 色土(第3層)

・3'灰 色細砂

4黄 灰色土(第4層)

5青 灰色粘土～灰白色極細粒砂(第5層)

6黄 灰色土(第6層)

7黄 灰色シルト(第7層)

8淡 灰色砂質土(第8層)

9暗 紫灰色粘土(第9層)

10黄 灰色シルト(遺 構埋土)

11黄 灰色粘質土(SD-1埋 土)

12暗 紫灰色粘土(SD-11埋 土)

13暗 紫灰色粘土(SD-2埋 土)

14暗 紫灰色粘土(SD-3埋 土)

15暗 紫灰色粘土(SD-4埋 土)

16暗 褐灰色土

図4 調査 区土層 図
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図5第9層 上面遺構配置図
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図6地 山上面遺構配置図
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しく、一部は地山が露出している部分 も所々にある。遺物 は須恵器、土師器などが出土 し

てお り、古墳～平安時代までの時期が考え られ る。今回の調査で検出 した鋤溝群は、本層

が堆積 した後に掘 り込まれている。

地山面 は調査区全域において黄色粘土である。地山上面では飛鳥～奈良時代の遺構を検

出 した。飛鳥～奈良時代の遺構は第9層 の堆積 していた部分にしか存在せず、地山が露出

していた部分には中世の鋤溝群 しか検 出されなか った。また飛鳥～奈良時代の遺構と第9

層出土遺物の中には接合できるものもあ り、地山は第9層 、第8層 をベースにした耕作に

よって削平を受けていた ものと考え られる。

3.検 出 遺 構(図5・6)

今回の調査では、第9層 と地山の上面で遺構検出を行なった。その結果、第9層 上面で

は中世の鋤溝群を、また地山上面では飛鳥時代の掘立柱建物、溝、土坑、奈良時代の掘立

柱建物、溝などを検出した。鋤溝群は調査区のほぼ全域に広がっており、飛鳥～奈良時代

の各遺構 は第9層 の堆積 していた部分、調査区の南側5分 の4に 広が っている。また、今

回の調査では第9層 より上層 は遺構検 出を行なわなかったが、遺構の深いものは第9層 上

面で検出できた。それ らは断面の精査 により近世か ら現代まで使用されていた溝 と、第4

層 より掘込まれた土坑2基 である。

以下、主な遺構にっいて各時代 ごとにその概要を報告す る。

飛鳥時代～奈良時代

SK-6(図7図 版8)

本遺構は調査区A・B-6区 で検出した土坑である。大 きさは5.6m×5.6mの 不整円

形を呈す。中央には焼土塊が集中 しており、周辺の土は赤 く焼けて レンズ状に堆積 してい

る。 このような焼土塊を含む土坑 は、調査地周辺では数箇所で検出されている。 しかし遺

物が出土 しないためその時期 も、性格 もわか っていない。今回も土師器の小片が出土 した

が、時期を決定する決め手にはな らなかった。ただ、本遺構は北側でSD-3に よって切

られており、本遺構の時期はSD-3の 掘 られた時期以前であることは確実である。また

SD-3を 掘り下げると、その下か らも同様の赤 く焼 けた土が検出され、かな り深 くまで

土が焼けていたようである。
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図7SK-6

SB-1(図8)

本遺構 は調査区m5区 で検出 した掘立柱建物である。南西の部分が攪乱で壊 されてい

るが、規模 は梁行2間(1.8×1.7m)、 桁行3間(1.7,2×1 .8×1.6×2m)で 、主軸は

東西の線より約20° 南に振 っている。柱掘方 は径約50cm前 後の隅丸方形を呈 し、深 さは約
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図8SB-1

30cm前 後で、埋土 は暗紫灰色粘土(第9層)で ある。柱穴は直径20c皿前後で、深 さは約30

cm前後 である。埋土 は淡灰色粘土である。本遺構は一度建て替えが行なわれており、東側

の梁部分の柱穴が重複 している。埋土の表面観察を行なpた ところ、柱穴は西側 に規模を
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小 さくしている。遺物はピッ ト14の掘方から、中村浩氏による陶邑編年の第皿型式 ・第1

段階の杯蓋が出土 している。

SD-3(図9図 版3)

本遺構は調査区A-4区 か らB-5区 にかけて検出 した溝で、方向を南に約20° 振 って

ほぼ東西にのびている。幅は0.66～1.26m、 深 さは0.1～0 。16mを 測 り、比高差が0.6m

あ り、西に向か って流れている。埋土は暗灰色粘土(第9層)で ある。本溝か らは、陶邑

第皿型式の杯、土師器の甕などが出土 している。

SD-4(図9図 版3・4)

本遺構は調査区A-4区 からB-6区 にかけて検出 した溝である。SD-3と ほぼ平行

してのびている。幅 は0.7～1.24mで 、深さは0.12mだ が、調査区の中央付近では浅 くな

り途切れて しま う部分 もある。比高差は0.54mあ り、西に向か って流れている。埋土 は暗

灰色粘土(第9層)で ラ ミナが見られる。本溝は、遺物の検出状況が良好であった。それ

らはほとんどが底より約5c皿 上で検出されており、ある程度溝が埋まった時点で廃棄され

たよ うな状態を示 している。遺物は陶邑第皿型式の杯 ・皿 ・甕、西広海氏編年による飛鳥

IVに属す る土師器の杯 ・甕 ・たこ壺などが出土 している。

SD-5(図9図 版3)

本遺構 は調査区B-4区 か らB-5区 にかけて検出 した溝である。西側は攪乱によって

壊 されて不明であるが、SD-3、SD-4と ほぼ平行 してのびている。幅は20cm～40cm

で、深 さは約10cmを 測る。埋土は暗灰色粘土(第9層)で ある。遺物は陶邑第IV型 式の杯

・壼、土 師器の甕などが出土 している。

SD-7(図10図 版3)

本遺構は調査区m7区 か らe区 にかけて検出 した溝である。東に約20° 振 って、

南北方向にのびている。幅は約1.1mで 、深 さは0.12～0 .14mを 測る。比高差 は約0.02m

あ り、南に向かって流れている。埋土 は暗灰色粘土(第9層)で ある。陶邑第IV型 式に属

す る杯が出土 している。
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図9SD-3、SD-4、SD-5
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SD-8(図10図 版3・5)

本 遺 構 は調査 区B-7区 で 検 出 した溝で あ る。SD-7と ほぼ平行 す る。 幅 は1.4m～

4m 0 tm

図10 .SD一 了、SD-8
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1.84mで 、深さは0.14～0.24mを 測 る。比高差は0.1mあ り、南に向かって流れている。

埋土は暗灰色粘土(第9層)で ある。本溝 も遺物の検出状況が良好で、SD-4と 同様に

ある程度溝が埋まってか ら廃棄 されたような状態で検出された。遺物は陶邑第皿型式の杯

・壼 ・甕、飛鳥皿に属す る土師器の杯 ・甕 ・土錘などが出土 している。

SB-2(図11図 版7)

本遺構 は調査区B-7区 で検出した掘立柱建物である。西側で調査区外にのびるために

規模 は不明だが、梁行2間(1.7×1.8m)、 桁行1間(1.8m)以 上ある。主軸は南北の線 よ

02m一

図11SB-2
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図12SD-2、SD-11
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り東へ約15° 振 っている。柱掘方は径約40cm前 後の隅丸方形を呈 し、深さは10～20cmを 測

る。埋土は暗紫灰色粘土(第9層)で あ る。柱穴 は直径が約20c皿前後で、深 さは約45～50

c皿とかな り深 く掘込んでいる。埋土は淡灰色粘土である。遺物は柱掘方か ら陶邑第IV型 式

に属す る須恵器の皿、土師器の皿などが出土 している。

SD-2(図12図 版6)

本遺構は調査区m2区 か らB-4区 にかけて検出した溝である。幅約0.66～1m、 深

さ約IOcmを 測 り、南に約15° 振 って、蛇行 しながら東西にのびている。溝の比高差は0.34

mあ り、西に向かって流れている。溝の両肩には、幅約5～10cm、 深 さ約2～3cmの 小溝

が枝のように取 りっいている。 ともに埋土は暗灰色粘土(第9層)で ある。遺物は須恵器

の杯、甕、土師器の皿などが出土 している。

SD-11(図12図 版6)

本遺構は調査区A-2区 か らB-3区 にかけて検出した溝である。SD-2と ほぼ平行

し、中央では2本 に分かれる部分 もある。幅約5～IOcm、 深さ約35～40cmで 南に向か って

斜めに掘込まれている。本溝は東西方向にまっす ぐのび、深さも一定 していることか ら自

然の ものとは考えにくく、人為的に掘られた ものである可能性が高い。このような溝は貝

塚市内で も類例がな く、どのような用途で掘 られたのか判断 しにくい。埋土は暗紫灰色粘

土(第9層)で 、出土遺物はなかった。

SX-6

本遺構は調査区A・B-6区 からB-7区 にかけて検出した落ち込みである。6.4m×

4mの 不整形で、埋土は暗紫灰色粘土が レンズ状 に堆積す る。深さは最 も深い部分で約2

～3cmで ある。遺物は陶邑第IV型 式の杯、土師器の甕などが出土 している。

鎌倉～室町時代

鋤 溝 群(図 版10)

本遺構は第9層 上面で検出した遺構で、第9層 が堆積せず、地山が露出 しているところ

は地山上面で検 出した。鋤溝は調査区全面に広がってお り、南北方向に約360本 、東西方
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向に約80本 を検出した。いずれ も幅約10～20cmで 、深 さは約2～3cmで ある。主軸は南北

方向は西へ29° 振 っており、東西方向は北に約43° 振 っている。遺物は須恵器片、土師器

片、瓦器片などが出土 している。

江戸時代以降

SD-1(図13図 版10)

本遺構 は調査区A・B-2区 で検出した溝である。本溝は石垣の溝であ ったが、現代の

攪乱によってっぶされており、わずかに最下段の石垣が残 るのみであった。石垣は溝の両

側に並べて打ち込んだ杭に丸木を横に渡 し、その後に石を積んでいる。本溝は調査区東側

の市庁舎第1別 館建設に伴う調査の際に検出 した第2区 のSD-1と 同 じもので、埋土 も

ほぼ同様の状態を示 している。断面の観察の結果、近世に掘削されて しば らく流れていた

が、現代耕土、盛土などによって埋 まった ことがわかる。遺物 は瓦、備前の摺 り鉢、肥前

系陶磁器が出土 した。

SE-1

本遺構は調査区A-4区 にて検出した土杭である。本遺構は包含層掘削時では検出 しき

れず、第9層 上面にて検出された。後の断面観察 によって、本遺構は床土の下、第4層 上

面より掘 り込 まれていることがわかった。最下部 には15～20cmの 河原石が散乱 してお り、

本来石組 であったものが後につぶされたものと考え られる。平面 は2.1m×2.2mの 不整円

形を呈 しており、深 さは地山面から約15c皿掘込まれていただけで湧水層には届いていない。

井戸 とい うには浅 く、おそ らく水だめのような性格の遺構であったと考えられる。

SE-2

本遺構 は調査区B-4区 にて検出 した土杭である。本遺構 もSE-1と 同様 に包含層掘

削時で検 出で きず、第9層 上面で検出された。平面 は1.2m×1.8mで 楕円形に近 く、深さ

は地山面か ら約10c皿と井戸 として は浅い。SE-1と 同様、水だめのような性格の遺構 と

考え られ る。

4.出 土 遺物
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図13SD-1
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本調査では古墳時代～近世にかけての遺物が出土 している。中でも、飛鳥～奈良時代の

遺物の出土が最 も多 く、そのほとんどはSD-4、SD-8か らの出土である。その他、

包含層では第9層 からの出土が多い。以下、出土遺物の主な ものにっいて、その概要を示

す。なお出土遺物の時期は、須恵器については中村浩氏の編年、土師器については西弘海
(1)

氏の編年を参考に して判定を行なった。
(2)

SB-1出 土 遺 物(図14図 版13)

1は 須恵器の杯蓋である。口径11.8c皿、高

さは3.2c皿 を測る。内外面とも回転ナデによ

って成形 し、天井部2分 の1に 回転ヘラ削り

を施す。っまみは断面菱形をした宝珠っまみ

を貼 りっけてお り、かえりはオ リコ ミ技法に 図14Sm1出 土遺物

t

よる。焼成 は良好で、胎土は精良な土を用いている。陶邑第皿型式第1段 階に属す るもの

と思われる。

SD-4出 土 遺 物(図15・16図 版11)

・土師器

2は 杯Aで ある。口径 は17.4cmで 、高 さは5.2㎝ を測 る。磨耗のため調整はわか りにく

いが、内面 にはミガキが残 っていた。口縁部はナデによりゆるやかに外反 し、端部は強い

ナデによって内側に丸 く肥厚す る。焼成 は良好で、胎土 はやや粗いが精良な土を用いてい

る。飛鳥第IV型 式に属すると考え られる。

3は 杯B高 台部である。高台部径 は9.4c皿 に復元できる。高さは1.9c皿 と高 く、横ナデ

によってハの字状 に強 く外反す る。胎土は精良な土を用いている。

4は 杯蓋のっまみ部分である。っまみ部分の径 は3cmで 、高さは1.3cmで ある。天井部

は端部 をっまむよ うに、強 くなでて平 らに仕上げている。胎土は精良な土を用 いている。

5と6は 皿である。5は 径19cm・ 高 さ3cmに 復元で き、6は 径28c皿・高さ5c皿 に復元で

きる大皿である。両方 とも磨耗のため調整が不明だが、6は 内面に工具痕のような跡が残

ってお り、 ミガキが施 されていた可能性がある。口縁は横ナデによってゆるやかに内彎す

る。胎土は精良な土を用いる。飛鳥皿に属すると考え られる。

7～15は 甕である。ほとんどが磨耗のため調整が不明だが、7・8は ハケメがかすかに
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残 っている。その他の もの も工具痕が残 ってお り、内外面共にハケメが施 されていた もの

と考え られる。口縁部の径は30～40cmの 大型の ものか ら、25cm前 後、20c皿前後、10～15cm

のおおよそのグループにわけられる。すべて横ナデによって成形を施 し、口縁は逆ハの字

型に外反す る。端部 は丸 くおさめるものと、強い横ナデによって上方にっまみあげたもの

がある。前者 は10～15cmの 小型の ものに多いが、11の よ うに、25㎝ 前後の径を持っ ものに

も見 られる。ハケメは7に ついてよく観察 してみると、幅2cmほ どの工具で上か ら順に何

度 も重ねてハケを施 している。胎土は長石、石英粒を少 し含んだ粗い土である。

16・17・18は 土師質のタコ壺である。16は 幅11.8cm、 残存部分の高さ13 .2c皿を測る。内

面は横ナデ、外面は不定方向のナデにより成形する。17は 残存部分の幅8.8cm、 高 さ7cm

に復元できる。外面は不定方向のナデ、内面は横ナデにより成形する。18は タコ壼の体部

であるが、幅15.2cm、 高さは11cm残 っており、大型の ものに復元できる。内面は横ナデ、

外面はナデの後ケズ リを施 している。胎土 は精良な土を用い、焼成 も堅緻である。

・須恵器

19～20は 杯 蓋で あ る。 いずれ も内外面 と も回転 ナデに よって成 形 してい る。19は 径14 .8

cm、 っ まみの部分 を欠 くが、残存高2.8cmに 復 元 で き、外面3分 の1に はヘ ラ削 りの後 ナ

デを施 して い る。 かえ りは低 く、ひね りだ したかの よ うに見え る。焼成 は良好 で、胎土 は

精良 だが長石 や石英粒 を含 み、やや粗 い感 を与え る。20は 口径12cm、 っ まみ部分 を欠 き、

残 存高2.1cmに 復 元で きる。 かえ りは低 く、 断面三 角形で ひね りだ した よ うに見え る。21

は径10.4cm、 残 存 高1.3cmに 復 元 で きる。 内外面 とも回転 ナデ によ り成形 し、かえ りはオ

リコ ミ技 法に よる。20・21と も に焼成 は良好 で、胎土 は精良 であ る。19・20は 第 皿型式 第

2段 階、21は 第 皿型式 第1段 階 に属す る と考 え られ る。

22～33は 杯 身 であ る。 いず れ も回転 ナデ によ って成形 して いる。22は 高 台つ きの杯で 、

径14.4cm、 高 さ4.5cmを 測 る。 高台 は貼 りっ けで、底部 はヘ ラ切 りの後粗 くなでてい る。

23は 径11.6cmで 、 高 さは4 .2c皿を 測 る。 口縁 は直立 ぎみに外反 し、底部 はヘ ラ切 り未調整

であ る。24は 径9.4cm、 高 さ3.5cmを 測 る。内外面 の調整 は粗 い。底 部 はヘ ラ切 り未調 整

で あ る。25は 径11.2cm、 高 さ3.7cmを 測 る。 口縁 はハ の字状 に外反 し、底部3分 の1に ヘ

ラ削 りを施す 。26は 径11.2cm、 高 さ3.7cmを 測 る。 口縁 はハ の字状 に外 反 し、底部 はヘ ラ

切 り未調 整で あ る。27は 径9cm、 残 存 高3.3cmに 復 元 で きる。 器壁 は薄 く仕上 げて いる。

28は 口縁部 を欠 き、径10cm、 残 存 高2.5cmに 復 元で き る。底部 はヘ ラ切 り未調整 であ る。
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29は径11.8㎝ 、高さ4c皿 に復元で きる。底部 はヘラ切 りの後内外面に不定方向のナデを施

す。30は 径10c腿、残存高2.5cmに 復元できる。31は 径10cm、 残存高1.5cmに 復元できる。

底部はヘラ切 りの後簡単なナデを施 している。32は 径11.4cm、 残存高1.5cmに 復元で きる。

33は径12c皿、残存高2.2cmに 復元で きる。器壁は薄 く仕上げる。焼成は28以 外いずれ も良

好で、胎土は砂粒の少量混ざる精良な土 を用いているものが多い。型式 は、24・27・28・

30・32・33が 第皿型式第1段 階、23・25・26が 第皿型式第2段 階、22が 第皿型式第3段 階

に属す ると考え られる。

34～37は 甕である。径は25cm前 後のものと12～13cmの ものとに分けられる。端部は34の

ように折 り曲げて肥厚 させているものと35・36・37の ように端部を強 くなでて四角 く仕上

げているものがある。いずれ も内外面ともに回転ナデによって成形 し、35・36の 体部には

内面に同心円、外面に平行のタタキを施 している。焼成 は36以外いずれ も良好で、胎土 は

精良な土を用いるが、34の ようにあまり精良でない土を精良な土で挟むものや、35の よう

に中に火ぶ くれが起こっているものがあ る。

38は 壷の頸部である。最大径は6cmで ある。外面は回転ナデを施 し、真中に2本 の沈線

が入る。内面はナデを施 し、下部には指頭圧痕が見える。焼成は良好で、胎土は精良な土

を用いている。

39は 把手である。ナデによって成形 しており、体部の器壁を薄 くして貼 りっけている。

体部には同心円のタタキが施される。焼成 はあまり良 くな く、胎土は精良な土を用いる。

SD-8出 土 遺 物(図17・18図 版12)

・土師器

40は 杯Cで ある。径9.6cm、 高さ2.7cmを 測る。磨耗により調整は不明であるが、内外

面をナデにより成形 し、底部には指頭圧痕が残 っている。器壁は薄 く仕上げている。胎土

は精良な土を用いている。

41・42は 碗Aで ある。外側に真直 ぐに立ち上がる口縁部をもつ。径14.4cm、 残存高4.5

Cmを 測る。ナデにより成形 し、器壁を薄 く仕上げる。調整は磨耗のため不明である。胎土

は精良な土を用いている。42は 径16.8cm、 高さ6.2cmに 復元で きる。ナデにより成形 し、

器壁を薄 く仕上げている。表面剥離のため内外面の調整はわかりに くいが、おそ らくミガ

キが施 されていたと思われる。胎土は精良な土を用いている。いずれ も飛鳥皿の時期に属

すると考えられる。
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図15 SD-4出 土土師器
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図16SD-4出 土 須恵 器
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43・44は 鉢Bで あ る。 ゆるやか に外 傾 しなが ら立 ち上が り、 端部を 内彎 させ る。端部 は

強 いナデ によ り四角 く仕 上 げて いる。43は 径24.6cm、 高 さ8.5cmを 測 る。44は 径27c皿 、 高

さ7.3c皿 に復元 で き る。 と もにナデ によ って成形 し、調 整 は磨耗 によ り不 明で ある。

45～49は 甕 で あ る。 いずれ も外反す る 口縁部 を持 ち、強い ナデによ って端部 を上 にっ ま

みあ げた よ うにな って い る。45・46は 体 部 まで残 って い る。胴部 はあ ま り張 らず、45は 真

中辺 りで やや膨 らむ程度 で、最 大径 は21㎝ で ある。46は 肩 か らほぼ真直 ぐにお ち、最 大径

は18.4cmで あ る。両方 ともナ デ成 形す るが粗 く、粘 土紐 の接合痕 や指 頭圧痕 な どが残 って

い る。47～49は 口 縁部 のみで あ る。47は 径19.2cm、48は 径26cm、49は 径34cmを 測 る。

50～51は 土 錘 であ る。506ま 高 さ7cm、 最 大幅1.5cm、 厚 さ約1cmで あ る。51は 高 さ7cm、

最 大 幅1.6cm、 厚 さ約1cmで あ る。 いずれ もナデ によ って成形 し、穿 孔 は片側 か ら行 な っ

て い る。

52は 把 手つ きの甕 であ る。 半球状 の胴部 におそ らく牛角状 の把手が ついて いた と思わ れ

る。胴 部 の最 大幅 は35c皿 で あ る。 ナデ によ って成 形 し、調整 は磨耗 によ り不明で あ る。

・須恵 器

53～55は 杯 蓋で あ る。 いず れ も内外 面 と もに回転ナ デに よ って成 形 して い る。53は 径12

cm、 高 さ2.4cmを 測 る。やや偏 平な宝 珠っ まみ を貼 りっけ、か え りは断面三角 で ヒネ リダ

シに よる。54・55は と もにっ まみ部分 を欠 いて い るが、54は 径11c皿 、 残存高2 .3cmに 復 元

で き、55は 径IOcm、 残 存 高2。5c皿 に復元 で きる。 かえ りはオ リコ ミ技法 による。 いず れ も

焼成 は良 好で、胎 土 は精良 な土 を用 いる。53は 第 皿型式第3段 階、54・55は 第 皿型式第1

段 階に属 す ると考 え られ る。

56～64は 杯 身で あ る。 いず れ も内外 面 と もに回転 ナデ によ って成形 して いる。56は 高 台

つ きの杯 で、 径14.6cm、 高 さ3.8cmを 測 る。高 台部 は貼 りっ けで、底部 はヘ ラ切 り未調整

であ る。57・58は 平 底 の杯で あ る。57は 径14cm、 高 さ3.3cmに 復 元 で きる。 底部 はヘ ラ切

り未調整 で あ る。58は 径12c皿 、 高 さ3.3cmを 測 る。 底部 はヘ ラ切 り未調整 の後か る くなで

てい る。59・60は と もに底 部 を欠 いて いる。59は 径8cm、 残 存高2.7cmに 復 元 で き、口縁

は内彎 ぎみに真直 ぐ立 ち上 が る。60は 径7.4cm、 残 存高2.4cmに 復 元 で き、 口縁 は内彎 す

る。61は 径10。4cm、 高 さ3.2cmを 測 る。丸底 で 口縁 は内彎す るが、歪 みが激 しい。底部 は

ヘ ラ切 り未調 整で あ る。62は 径9 .8cm、 高 さ3.7cmを 測 る。鹽口縁 はハ の字状 に外 反 し、 底

部 はヘ ラ切 り未 調整で あ る。63は 径10.6cm、 高 さ4.1cmに 復 元 で きる。底 部 は不 定方 向の
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図17SD-8出 土土師器
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図18SD-8出 土須恵器

ナデでヘ ラ切 りの跡を消 している。64は 径10.4cm、 残存高2。7cmに 復元で きる。外面には

そんなに明確ではないが、沈線が一条入 る。焼成は63以 外 は概ね良好で、胎土 も57・58・

60・62は 長石 ・石英粒を少 し含むが、いずれも精良な土を用いている。時期は56・58は 第

皿型式第2段 階、57は 第皿型式第3段 階か第IV型 式第1段 階、59～64は 第皿型式第1段 階

に属す ると考え られる。

65は 台付長頸壼である。頸部は欠いている。胴部の最大径 は上か ら1/3の ところに求め

られ、15.9c皿を測る。回転ナデによって成形を施 し、ち ょうど胴部最夭径の部分 に沈線が

二条入る。高台は貼 りつけで比較的高 く、ハの字状に外反す る。焼成 はやや不良で、胎土
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1

は精良な土を用いるがやや粗い感 じを与える。第皿型式第2段 階に属す ると考えられる。

66・67は 甕である。66は 口径16c皿である。口縁 はゆるやかに外反させた後、真直 ぐに立

ち上が らせる。端部は内側 にっまみあげたようになっている。内外面とも回転ナデで成形

を施す。体部は内面に同心円、外面に平行 タタキを施 している。68は 口径25㎝ である。口

縁 はハの字状に外反 し、端部を強 くなでっけて、断面四角 く仕上げている。体部は内面 に

同心円タタキ、外面には平行タタキの後 カキメを施 している。

SB-2出 土 遺 物(図19図 版13)

68・69・70は 須恵器の杯蓋である。いずれも内外面 ともに回転ナデによって成形 してい

る。68は っ まみ部分を欠 くが、径11.2cm、 残存高2.3cmに 復元できる。かえ りはオ リコミ

技法による。69は 径5.6c皿 、残存高2.5cmに 復元で きる。口縁端部を強いナデによって外

反 させ、天井部はヘラ切り未調整である。70は 径11cm、 残存高2.8cmに 復元できる。68は

第皿型式第1段 階、69・70は 第 亙型式第6段 階に属す ると考え られる。いずれ も焼成 は良

好で、胎土は精良な土を用いている。

71・72は 須恵器杯身である。71は 径11.8c皿、高さ3.4cmに 復元できる。内外面 とも回転

ナデによって成形 し、底部はヘ ラ切 り未調整である。焼成 は良好で、胎土は精良な土を用

いている。第皿型式第1段 階に属すると考え られる。72は 径11.6cm、 残存高2.2cmに 復元

で きる。内外面とも回転ナデによって成形 している。焼成 は良好で、胎土は石英粒を多 く

含むが、精良な土を用いている。第皿段階第1型 式に属すると考え られる。

73は 須恵器の蓋である。径26.8cm、 残存高1.4cmに 復元できる。内外面 とも回転ナデに

よって成形 している。焼成は良好で、胎土は精良な土を用 いている。

74・75は 須恵器の皿である。74は 径22.8cm、 残存高2.8cmに 復元できる。内外面 とも回

転ナデによって成形する。口縁 は外反 し、端部 は強いナデによって四角 く仕上げている。

75は径23.4c皿、高さ5.5cmで ある。内外面とも回転ナデによって成形 し、底部はヘラ切 り

未調整である。口縁は外反 し、端部は押 さえ付けるような強いナデによって四角 く仕上げ

ている。いずれも焼成は良好で、胎土は長石 ・石英粒を含むが、精良な土を用いている。

第皿型式第3段 階か第IV型 式第1段 階に属すると考えられる。

76・77は 土師器の皿である。76は 径17.4cm、 残存高2.2cmに 復元できる。口縁は横ナデ

によって成形 し、ハの字状に外反する。77は 高台付 きの皿Aで 、径25.4cm,高 さ2c皿 を測

る。横 ナデによって成形 し、口縁はハの字状に外反す る。いずれも調整は磨耗により不明

一35一



図19SB-2出 土遺物

であるが、飛鳥Vに 属すると考え られる。胎土 は精良な土を用いている。

SD-3出 土 遺 物(図20図 版13)

78は 土師器の甕で、口径23cmで ある。内外面とも横ナデを施 し、口縁部はハの字状 に外

反する。端部は強いナデによって上 につまみあげている。調整 は磨耗 により不明だが、お

そ らく内外面にハケメを施 していたと思われる。焼成は良好で、胎土 は石英、長石などを
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含む粗い土を用いている。

79・80は 須恵器の杯蓋である。 ともに内外面 とも回転ナデによって成形 している。79は
'
口径10.6c皿、高 さ2.9㎝ を測る。つまみは断面五角形の宝珠っまみを貼 りっけ、天井部3

分の2に ヘラ削 りを施 している。かえ りはオ リコミ技法による。80は つまみ部分を欠 くが

口径10.4㎝ 、残存高1.9cmに 復元でき、かえりはオ リコミ技法による。 ともに焼成は良好

で、胎土は精良な土を用いている。陶邑第皿型式第1段 階に属すると考え られる。

SD-5出 土 遺 物(図20図 版13)

81・82は 須恵器の杯身である。いずれ も内外面 ともに回転ナデによって成形 している。

81は底部を欠いているが、口径17cm、 残存高5cmに 復元で きる。82は 口縁部を欠 くが、底

部径IOcm、 残存高3cmに 復元できる。底部外面はヘラ切り未調整である。高台は底端部よ

りやや内側に貼 りっけている。いずれ も焼成は良好で、胎土 は81が精良な土、82が やや粗

い土を用いている。両方 とも陶邑第IV型 式第1段 階に属す ると考え られる。

83は 須恵器壺の頸部である。胴部接続部 よりゆるやかなカーブを描いて外反 し、径は最

大径で7.5c皿 、残存高は9cmで ある。内外面ともに回転ナデを施 し、外面には一条の沈線

が回る。焼成は良好で、胎土はやや粗 く、内面に火ぶ くれが多数おこっている。

SD-7出 土 遺 物(図20)

84・85は 須恵器の杯蓋である。 ともに内外面 ともに回転ナデによって成形 している。84

は口径12.8cm、 残存高1.4㎝ に復元できる。かえりはヒネ リダシによる。陶邑第皿型式第

3段 階に属すると考え られる。85は 口径17.4c皿、残存高1,8cmに 復元できる。陶邑第IV型

式第1段 階に属す ると考えられる。 ともに焼成は良好で、胎土は精良な土を用いている。

86は 須恵器の杯身である。口径14cm、 残存高2.7c皿 に復元できる。内外面ともに回転ナ

デを施 し、口縁はやや内彎しなが らハの字状に外反する。焼成は良好で、胎土は砂粒を少

量含むが、精良な土を用いている。

SX-6出 土 遺 物(図20)

87・88は 須恵器の杯身である。 ともに内外面を回転ナデによ って成形 している。87は 口

径14cm、 高さ3.9cmに 復元でき、口縁は鋭 く外反 し、高台は貼 りっけている。陶邑第IV型

式第2段 階か第3段 階に属すると考え られる。88は 底部を欠 くが、 囗径12.6cm、 残存高
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3.8cmに 復元で きる。口縁 は真直 ぐに立ち上がる。陶邑第IV型 式第1段 階か第2段 階に属

すると考え られる。 ともに焼成は良好で、胎土 は精良な土を用いている。

SX-5出 ± 遺 物(図20)

89は 須恵器の杯身である。口径11cm、 高 さ3.9cmを 測る。内外面 ともに回転ナデによっ

て成形する。口縁部 は鋭 く屈曲 しハの字状に外反す る。端部を強 くナデている。焼成は良

好で、胎土 は精良な土を用いている。陶邑第皿型式第2段 階に属すると考え られる。

90は土 師器の甕である。口径20cmに 復元で きる。内外面ともにナデによって成形 し、口

縁部はハの字状 に外反 し、端部は強 くナデて四角 く仕上げる。調整は磨耗 によりわか りに

くいが、 口縁外面にハケメが残 ってお り、内面にもハケメを施 していたと思われる。焼成

は良好で、胎土は雲母などの粒を含むやや粗い土を用 いている

SD-2出 土 遺 物(図20)

91・92は 土師器の皿Aで ある。91は 底部を欠いてお り、口径15cm、 残存高1 .8cmに 復元

できる。92は 口縁端部を欠いてお り、底部径20cm、 残存高2.2cmに 復元できる。 ともに口

縁部はナデによって内彎 して立ち上が り、端部を強いナデよって外反させている。調整 は

いずれ も磨耗のため不明だが、おそらくミガキが施 されていたと思われる。

93は須恵器の甕口縁部である。 口径57.2cmに 復元できる。ゆるやかなカーブを描いて外

反 し、全体にナデを施す。端部は肥厚 させ、内側を強いナデによってっまみあげ、外側に

凹線をめ ぐらしている。焼成 は良好だが、胎土 は長石 ・石英粒を含む粗 い土を用いる。全

体的にっ くり方は粗い。

Sm1出 土 造 物(図20図 版13)

94は 伊万里の染付皿である。高台部を少 し欠き、 口径5 .6cm、 残存高2.2c皿 に復元でき

る。回転ナデによって成形 した後、施釉 し、外面と見込みの部分 に峭唐草花文を施す。

95は備前の片 口の摺 り鉢である。口径34cm、 残存高6cmに 復元できる。内外面を回転ナ

デで成形 して、口縁端部を肥厚 させる。口縁外面には2条 の凹線が入る。内面には9～10

本を単位 とした摺 り目が施 されている。

96・97は 肥前系の染付碗である。 いずれも底部を欠いている。96は 口径11 .8cm、 残存高

3.8c皿を測 る。97は 口径14.2cm、 残存高2.7cmを 測 る。いずれも回転ナデで成形 した後、
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図20SD-3(了8～80)、SD-5(81～83)、SD一 了(84～86)、

SX-6(8了 ～88)、SX-5(89～90)、SD-2(91～94)、

SD-1(95～9了)出 土 遺 物
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施釉 し、外面に草花文様を施す。

包 含 層 第9層 出土 遺 物(図21図 版14)

98は土師器の竈である。胴部はゆるやかに内彎 し、端部を四角 く仕上げる。端部には断

面台形の短い庇が貼 りつけられている。全体にていねいにナデを施 して成形 してお り、焼

成は良好で、胎土 も精良な土を用いている。

99は土師器の皿Aで ある。底部を欠いているが、 口径は23.8cm、 残存高2.4cmに 復元で

きる。口縁部は内彎 して立ち上が り、端部は外反 し、丸 く肥厚 させる。内外面にナデを施

して成形 し、調整は磨耗のため不明である。

100は 土師器蓋のっ まみである。体部はナデによって成形 しており、っまみ部分を横ナ

デによって貼 りっけている。つまみ部分の径は2.4㎝ 、高さは1 .2cmを 測 る。胎土は精良

な土を用いている。

101・102・103は 須恵器の杯蓋である。いずれ も内外面 ともに回転ナデによって成形 して

いる。101は 口径11.2cm、 高さ3.3cmを 測 る。断面菱形の宝珠っまみ、短いかえ りを貼り

っけている。102は 口径12.2c皿、高 さ3.lcmを 測 る。やや扁平な断面菱形の宝珠っまみ、

断面三角形の短いかえ りを貼りつけている。103は 口径14.2cm、 高さ2.2cmを 測る。っま

みは扁平な擬宝珠っまみを貼 りつけ、ヘラ削 りが天井部3分 の2以 上に及ぶ。焼成は101

以外いずれ も良好で、胎土は精良な土を用いている。101・102は 陶邑第皿型式第2段 階、

103は 陶邑第IV型 式第2段 階に属すると考え られる。

104・105・106は 須恵器の杯身である。いずれも内外面 ともに回転ナデによって成形 して

いる。104は 口径11cm、 高さ2.9cmに 復元でき、口縁部 は鋭 く外反 して立ち上がる。底部

はヘラ切 り未調整である。105は 口径11.6cm、 高 さ4。4cmに 復元できる。口縁部はほぼま

っす ぐに立 ち上がり、底端部に高台を貼 りっ ける。106は 口径14 .6cm、 高さ3.3cmに 復元

できる。口縁はハの字状に外反 し、底端部に短い高台を貼 りっけ、底部はヘラ切 り未調整

である。いずれ も焼成は良好で、胎土は精良な土を用いている。

107は 須恵器の高杯である。口径9.8c皿 、高 さ6.2cmを 測る。杯部 は内外面に回転ナデ

を施 し、 口縁はハの字状 に外反する。脚部 はラッパ状に広が って端部で下方に屈曲させ、

段をつけている。外面は回転ナデ、内面は横ナデが施されている。杯部 と脚部は別に成形

した後、貼りっけている。焼成は良好で、胎土は精良な土を用いている。

108・109は 須恵器の壼である。108は 底部か ら胴部にかけてで、底部径llcm、 残存高8

1,



図21包 含層 第9層(98～109)、 第8層(110～115)、 第7層(116)、

第6層(11了)、 第5層(118～122)、 第4層(123)、 第3層(124)
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cmに復元で きる。底部は平底で、胴部 はゆるやかに内彎する。内外面に回転ナデを施 し、

底部付近 にはヘラ削 りを施 している。109は 高台付の壺の肩部から胴部にかけてである。

肩部は上部3分 の1の ところで最大幅 となり、鋭 く屈曲する。最大幅は16.6cmで ある。内

外面に回転ナデを施 し、胴部と肩部の境にカキメが施される。ともに焼成は良好で、胎土

は精良な土を用いている。

包 含 層 第8層 出 土 遺 物(図21図 版14)

,110は 須恵器の皿である。 口径18.8cm、 高 さ2.3㎝ に復元できる。口縁 は鋭 く屈曲して

外反 し、端部は強 くナデて四角 く仕上げる。内外面ともに回転ナデを施 し、底部はヘラ切

り未調整 である。焼成は良好で、胎土は精良な土を用いている。

111は 須恵器の杯である。口径17.6c皿、高さ5cmに 復元できる。口縁はハの字状 に外反

し立 ち上がる。内外面ともに回転ナデを施 し、底端部に低い高台を貼 りっける。焼成 は良

好で、胎土は精良な土を用 いている。

112は 青磁碗である。底部を欠いているが、口縁はゆるやかに内彎 し、口径 は18.6cm、

残存高4.4cmに 復元できる。やや黄味がか った緑色の釉を内外面にかけ、外面 には草花文

様が陰刻 されている。

113は 白磁碗である。口縁部のみ残存 し、口径15.6cmに 復元できる。乳自色の釉を内外

面に施釉 し、端部は肥厚 させ玉縁状になっている。

114は 摺 り鉢である。口径30.4c皿に復元で きる。内外面を回転ナデによって成形 し、口

縁 は肥厚 させ、上 につまみあげている。外面には凹線が3条 入る。

115は 土師質の土錘である。径4cm、 高さ9.1c皿 を測る。全体をナデによって成形 して

いる。胎土 は砂粒を多 く含んだ粗い土を用いている。

包 含 層 第 了層 出 土 遺 物(図21)

116は 青磁碗である。ハの字状に開 く口縁で、径は15cmに 復元できる。内外面には緑灰

色の釉をかけ、外面に片切彫 りの陰刻で蓮華文を描いている。

包 含 層 第6層 出 土 遺 物(図21)

117は 須恵器の杯身である。口径11.6cm、 残存高2.5cmに 復元で きる。内外面 ともに回

転ナデを施 し、端部 は強 くナデて上にっまみあげている。焼成は良好で、胎土は砂粒をや
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や含んだ土を用いている。

包 含 層 第5層 出 土 遺 物(図21図 版14)

118は 須恵器の杯身である。口縁端部を欠 き、底部径3,8cm、 残存高4cmを 測る。内外

面 ともに回転ナデを施 し、底端部に高台を貼 りっける。焼成は良好で、胎土は精良な土を

用いている。

119.120は 土師器の小皿である。119は 口径6cm、 高さ1.4c皿 に復元できる。器厚は厚

く、横ナデによって口縁を立ち上が らせ、底部外面には指頭圧痕が残 る。120は 口径9.6

cm、 高さ1.2cmに 復元できる。口縁は外反 して立ち上がり、端部を肥厚させてお り、内外

面に横ナデを施す。いずれ も焼成 は良好で、胎土は精良な土を用いている。

121は 土師質の羽釜である。口径18.6cm、 残存高5cmに 復元できる。羽部分 は先端を欠

いている。内外面ともに横ナデを施 し、胴部は内彎 し、羽部分を貼 りっけている。口縁外

面はゆるやかな凹凸が見られ、端部 は四角 く仕上げている。

122は 瓦器碗である。口縁部を欠 くが、底部径6.2cm、 残存高2.3cmに 復元で きる。器

厚は薄 く、ナデによってゆるやかなカーブを描いて立ち上がり、内面に ミガキを施 してい

る。断面三角形の高台を貼 りつけている。

包 含 層 第4層 出土 遺 物(図21)

123は 土師器の皿である。口径7cm、 高 さ1,3cmに 復元できる。内外面ともに横ナデを

施 し、 口縁はゆるやかに外反 し、強いナデにより端部を肥厚 させる。焼成は良好で、胎土

はやや粗 い土を用 いる。

包 含 層 第3層 出土 遺 物(図21)

124は 肥前系の染付である。口縁部を欠いており、底部径4.4c皿 、残存高1.6cmに 復元

できる。外面に草花文様を描いている。

(1)中 村 浩 「和泉陶邑窯の研究」 柏書房1981

(2)西 弘海 「土器様式の成立 とその背景」 真陽社1986
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第4章 ま と め

今回の調査では、飛鳥～奈良時代の掘立柱建物 と溝群、申世の鋤溝群、近世の井戸 ・石

垣溝など各時代の遺構を検出したが、いずれ も加治神前畠中遺跡の歴史の流れをたどるう

えで良好な資料 とな った。中で も飛鳥～奈良時代の掘立柱建物にっいては、今 までの発掘

例 も少な く、出土 した多 くの土器 とともに貴重な成果となり得た。

以下で は、各時代の各遺構について考察を行い、その結果をふまえて、全体的な加治神

前畠中遺跡の概要を考えていきたいと思 う。

焼 土 坑SK-6に つ い て

SK-6の ような土坑にっいては、今まで加治神前畠中遺跡で数例の検出例が認め られ

る。1980年 に行なわれた大阪文化財センターによる調査でも落ち込みやピットの中か ら焼

けた土塊が検出され、こうした遺構は加治神前畠中遺跡内に点在すると考え られ る。焼土

坑の中か らは今回出土 した土師器片を除いて遺物の出土などはなく、製作所跡のように未

製品が散 らばるということもないので、何かの製品を焼いていたとは考え られない。 しか

しかなり下まで地山が赤 く焼けてお り、ほんの少 し焚火程度の燃や し方とも考えにくい。

また時期 において も、今回の調査で、遺構の重なりか ら少な くともSD-3が 掘込まれる

以前に焼土坑が存在 していた ことが うかがえるが、こうした遺構が100年 も200年 もそこ

に露出したままとは考え られず、SD-3と 相前後する時期に掘込まれた ものと考えられ

る。残念なが ら今回の調査結果で は以上の点 しか考察することはできない。 このような遺

構は、これか ら周辺の調査が進むにっれ検出例 も増えていくと思われ る。 したがって検出

例の増加を待 って再び考察を行な う必要があるだろう。

掘 立 柱 建 物 と 溝 群 に つ い て

今回の調査ではおもに2棟 の建物と7条 の溝を検出 した。出土 した遺物などを編年 ごと

に検討 していくと、 これらは大 きく2時 期 に分けられる。それは、SB-1を とり囲むよ

うに東西、南北に流れるSD-3・4・5・7・8の 一群 と、SB-2・SD-2のm

である。前者 は飛鳥皿(陶 邑第皿～IV型 式)の 時期、後者は平城皿～IV(陶 邑IV型 式)の

時期を中心 とする土器が出土 している。

II



いずれのmも 、各建物 と溝の主軸は平行 しており、各遺構から出土す る遺物 も同様な

ものが多 く、異なる遺構の遺物間でもまれに接合できるもの もある。この ことか ら、それ

ぞれのmは ほぼ同時期に存在 し、各遺構 は関連 した ものであると考え られる。SB-1

は各2本 ずっのSD-3・4、SD-7・8で 囲 まれており、SB-2はSD-2が 付随

する。いずれの溝も各々の建物を区画す るものと思われる。溝は流れていたという形跡は

少なく、SD-2に 砂が堆積 しているのが見える ぐらいであるが、各々の底 は少 し傾斜 し

ており、東西方向の溝は西側へ、南北方向の溝は南側へかすかに流れていたことが うかが

える。 しかしそんなに激 しく流れていたわけではな く、埋土の様子か らゆっくり底にたま

った泥が埋まっていったことがうかがえる。SD-4・SD-8か ら出土 した遺物は、溝

の底か ら出土 したわけではなく、ある程度溝が埋 まってか ら廃棄 されたようである。

溝、建物から出土 した土器は日常雑器が多 く、 これ らの遺構の性格を語 っているよ うに

思われる。器種構成は須恵器が多 く、杯、皿、甕、壺などが出土 してお り、土師器は甕が

圧倒的に多 く、杯、皿などが少 し出土 している。 このような供膳 ・貯蔵機能を担 う須恵器

と煮沸機能を担 う土師器の出土形態は、広瀬和雄氏の指摘するとおりである。
(1)

今回検出した飛鳥～奈良時代の建物群 は調査地北側では検出されてお らず、集落は調査

地周辺を北限とし、 これより南に広が っていると考えられる。 しか し調査区南側にはコモ

池が築かれてお り、 これは調査区南側の土層堆積状況によって、中世以降に築かれたと考

えられる。 したが ってい くつかの建物群 はコモ池 によって潰 されている可能性が高い。

SD-11に つ い て

SD-11は 遺構の記述で述べたように斜めに掘込まれた溝である。 このような溝 は類例

もな く、どういう性格の ものかわか らない。遺物の出土 も無いが、SD-2と 主軸がほぼ

平行 しており、埋土の状態も同様であることか ら、SD-2の 時期と相前後 して掘 られた

ものと考えて良いと思われ、SD-2と 同様、集落を画す ものと思われる。

鋤 溝 群 に つ い て

今回の調査で は南北、東西両方向にのびる鋤溝を検出したが、その数は圧倒的に南北方

向にの びるものが多い。埋土はいずれの方向の鋤溝 も第7層 を主体 としているが、東西方

向の鋤溝は遺構の重複関係か ら南北方向のものより新 しいと考えられる。おそらく東西方

向の溝 はもっと上の層から掘込 まれた ものであろう。そのため下の第7層 がクッションと
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なって第6層 上面に顕著に遺構が残 らなかったものと思われる。

また、調査地の付近は条里の残 る場所 とされている場所であるが、今回検出 した南北方

向の鋤溝 は西に29° 振れている。これは肝線が西に36°振れているとされる条里の方向 と

少 し異なる。鋤溝か らは瓦器が出土 しており、調査地周辺では中世の段階で条里はすでに

残 っていなか ったことがうかがわれる。

以上の考察をふ まえた上で当調査地の歴史的な復元を行ない、まとめとしたい。まず当

調査地に最初に遺構が築かれるのは飛鳥時代になってか らである。それ以前にも人が住ん

でいたであろうが、明確な遺構として残って くるのは飛鳥時代以降である。飛鳥時代には

2重 の溝でとり囲んだ掘立柱建物の集落が調査地付近に営まれていた。集落は調査地を北

限 として南側 に広がっていたようである。やがて奈良時代にもほぼ同じ位置に集落が営ま

れ、それはやはり掘立柱建物を溝で画 した集落であった。中世になると、土地を整備 して

耕作地 として利用 した。以後何度 も方向を変えなが ら耕作が行なわれている。中世以降に

なるとコモ池が築かれ、江戸時代には池にのびる石垣の溝なども建設 し、それ らを利用 し

ながら耕作を続け、現在に至っている。

以上、当調査地の大 まかな歴史的流れは概観できたが、反対にSK-6・SD-11な ど

今後の課題を含む ものも多 く残 った。また建物群や鋤溝にっいて も今後の調査で新たな発

見がなされることもあり得るだろ う。今後の調査次第では当調査地のみでな く加治神前畠

中遺跡全体の歴史的概観を復元できると思われる。

(1)広 瀬和雄 「中世への胎動」r岩 波講座 日本考古学6変 化と画期』

岩波書店1986
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